
１　要旨

　2013 年度から２年間かけて産学官連携で進めてきた「東北発震災時対応生活ニーズ
製品開発研究会」は，新商品「ドライシャンプー櫛」のプロトタイプ開発までを完了し
2015 年度で終了した。引き続き 2017 年度の発売を目指して開発を継続するが，本プロ
ジェクトでは，商品化に向けた顧客モニター，テストウェブサイト等を行い，また，本
商品も対象のひとつとした産学官連携の地域ブランド開発をデザインマーケティングの
視点から考察する。

２　内容

　“DOCODEMO CARE” “DOCODEMO CLEAN”とは，時間，空間，状況に関わら
ず「どこでもケア」でき，「どこでも清潔」にできるという意味を表している。2016 年
度は，これをコンセプトとしたシリーズ商品を（株）東北イノアックと構想する一方で，
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Abstract

The study group “Research Project of Product Planning for Disaster Prevention by Tohoku” 
in collaboration with industry, universities and government, had developed the prototype “Dry-
shampoo Kushi” since 2013, and completed the study in 2015. In order to meet the demand of 
product merchandising, the study group brought the development to completion in 2015. The 
study group intend to release the new product in 2016, In this project ”DOCODEMO CARE / 
DOCODEMO CLEAN PROJECT”, We attempt to make a original brand for Tohoku products in 
collaboration with industry, universities and government. Firstly, we will try to make a new 
Tohoku brand based on the products will be developed by this study group, as a sample.
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仙台市と連携して，他にもコンシューマ市場に参入を図る BtoB 企業に共同開発の参加
を呼びかけ，異業種混合のチームで地域ブランド構築に向けた計画と試行を行った。

３　研究紹介

３ . １　全体計画
　2016 年度は主に以下の３項目を実施した。

（１）モニター調査　2016 年６月～ 2016 年９月
（２）ブランド仮説・候補企業を訪問　2016 年 10 月～ 2016 年 12 月
（３）テストウェブサイト制作と試行　2017 年１月～ 2017 年２月

３ . ２　モニター調査
　アンケート形式と座談会形式の市場モニター調査を実施した。

（１）アンケート形式調査
　想定ターゲット顧客に対し郵送によるアンケート調査を実施。
　女性の髪のケア向けという仮説ニーズの検証を行った。
　①対象　仙台市在住　20 ～ 40 代女性 51 名（協力：仙台タウン情報 Machico）
　②方法　郵送アンケート記述式

（２）座談会形式調査
　アンケート形式調査の対象者から抽出したコアターゲットに対し座談会を実施。
　実際の試作品を使用してもらい，利用シーンや使い心地などの検証を行った。（図１）
　①対象　仙台市在住　20 ～ 40 代女性 10 名（協力：仙台タウン情報 Machico）
　②方法　コーディネーターによるヒアリング	

図１　市場モニター調査で使用した試作品

３ . ３　ブランド仮説・候補企業を訪問
　ブランド仮説の考察より，Co-Branding（提携ブランド戦略）を候補企業へ提案した。

（１）Co-Branding（提携ブランド戦略）
　提携ブランド戦略をその成り立ちの特徴から整理し，以下の５つに類型化した。（図２）
　今回は訪問した参画候補企業に地域連合型ブランドを提案した。
　①地域連合型ブランド	
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　②異業種コラボ型ブランド
　③シナジー型ブランド
　④ＰＢ型ブランド
　⑤共同開発型ブランド
 

図２　Co-Branding（提携ブランド戦略）

３ . ４　テストウェブサイト制作と試行
　参画候補企業をサンプルとしたテストウェブサイトを制作した。

（１）仮称「東北デザイン優品」の設定
　東北発商品の地域連合型ブランドとして仮設定しロゴマークを作成した。（図３）

（２）テストウェブサイトの制作
　参画候補企業を対象に，地域連合型ブランドのテストウェブサイトを開設した。（図４）
　http://www.sakate.jp/tohoku_design_yuhin/tohoku_design_yuhin.htm



４　考察

　2015 年度から進めてきた産学連携企画の商品化に目処が立った。今後はこの商品の
リリースを契機に，東北発商品の地域連合型ブランドの研究を進めていく。Ｂ to Ｂ企
業にとってＢ to Ｃ事業モデルへの参入は難しく感じることが多いが，事業モデルへの
変革やマインドセットを大学が役立つことは多い。産学官の連携による協創と相乗によ
り，東北ならではの商品と地域価値の構築を目指せると考え，今後も更なる地域・企業
の賛同を得て連携を進めたい。
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